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発行
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第
68
回

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

7 月は「社会を明るくする運動」・「再犯防止」強調月間です。

　

北
林
さ
ん
県
大
会
へ

　
平
成
30
年
５
月
17
日
「
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
」
の
一
環
と
し
て
、

第
37
回
射
水
市
中
学
生
生
活
体
験
発

表
大
会
が
射
水
市
立
大
門
中
学
校
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
毎
年
「
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
」
射
水
市
推
進
委
員

会
と
射
水
保
護
司
会
が
主
催
し
、
会

場
・
運
営
を
市
内
各
中
学
校
持
ち
回

り
で
御
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　

江
㞍
昭
射
水
保
護
司
会
長
の
あ
い

さ
つ
に
続
い
て
、
成
田
廣
昭
射
水
市

中
学
校
会
長
の
激
励
の
言
葉
を
受

け
、
市
内
中
学
校
６
校
の
代
表
者
が

日
常
生
活
や
学
校
生
活
で
体
験
し
た

こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
５
分
間
の
持

ち
時
間
で
発
表
し
ま
し
た
。

　

審
査
委
員
長
の
丹
羽
康
雄
射
水
市

教
育
委
員
会
事
務
局
次
長
か
ら
、
発

表
者
ひ
と
り
ひ
と
り
に
温
か
い
講
評

が
あ
り
、
審
査
結
果
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。

　

富
山
県
大
会
の
射
水
市
代
表
に

は
、「
本
当
の
豊
か
さ
と
は
」
と
題
し

発
表
し
た
北
林
愛
里
咲
さ
ん
（
小
杉

南
中
２
年
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
北

林
さ
ん
は
、
12
年
間
を
過
ご
し
た
バ

ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
の
生
活
を
通
し
て

感
じ
た
、
日
本
の
物
質
的
豊
か
さ
と

心
の
豊
か
さ
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し

た
。　

　

当
日
、
運
営
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
大
門
中
学
校
教
職
員
の
皆
様
、
司

会
進
行
役
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
生
徒

会
、
発
表
に
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
く

だ
さ
っ
た
全
校
生
徒
の
皆
さ
ん
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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な
ぜ
今
、「
再
犯
防
止
」
な
の
か
？

毎
日
の
よ
う
に
悲
惨
な
事
件
や
事
故
の
報

道
が
新
聞
紙
上
等
で
報
道
さ
れ
て
お
り
、
心
が

痛
む
日
々
で
す
。

平
成
28
年
の
犯
罪
白
書
に
よ
る
と
、
刑
法

犯
認
知
件
数
は
、
約
15
年
前
（
平
成
14
年
）
の

戦
後
最
悪
の
２
８
５
万
件
か
ら
各
種
再
犯
防
止

の
取
り
組
み
の
成
果
に
よ
り
、
戦
後
最
小
の

１
０
０
万
件
台
と
減
少
し
ま
し
た
。
一
方
検
挙

者
に
占
め
る
再
犯
の
割
合
（
再
犯
者
率
）
が
上

昇
し
、
約
50
％
を
占
め
る
に
至
っ
て
い
る
と
の

こ
と
。
ま
た
、
現
在
、
刑
務
所
出
所
者
の
う
ち
、

出
所
後
２
年
以
内
に
約
２
割
が
、
出
所
後
５
年

以
内
に
約
４
割
が
再
犯
に
よ
り
刑
務
所
に
再
入

所
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
安
全
・
安
心

な
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
再
犯
防
止
対

策
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
12
月
開
催
の
犯
罪
対
策
閣
僚
会
議

が
、「
犯
罪
に
戻
ら
な
い
・
戻
さ
な
い
～
立
ち
直

り
を
み
ん
な
で
支
え
る
明
る
い
社
会
へ
～
」
と

宣
言
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
犯
罪
や
非
行
を
し

た
者
を
社
会
か
ら
排
除
・
孤
立
さ
せ
る
の
で
は

な
く
、
再
び
受
け
入
れ
る
こ
と
が
自
然
に
で
き

る
社
会
に
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

た
し
か
に
こ
れ
ま
で
の
「
再
犯
防
止
対
策

は
国
の
仕
事
」
と
し
て
い
た
も
の
は
「
出
所
者

等
が
社
会
で
居
場
所
が
な
く
孤
立
」
→
「
再
犯
・

刑
務
所
へ
」
→
「
社
会
か
ら
の
排
除
・
孤
立
化

が
進
む
」
こ
と
に
な
り
、「
犯
罪
・
非
行
の
繰

り
返
し
を
生
む
負
の
悪
循
環
」
と
な
り
出
所
者

は
社
会
で
孤
立
す
る
者
が
多
く
い
ま
し
た
。

平
成
29
年
12
月
策
定
の
「
再
犯
防
止
対
策

を
官
民
一
体
で
確
実
的
に
取
組
む
」
こ
と
に
よ

り
「
社
会
で
の
居
場
所
が
で
き
る
」
→
「
更
生
・

立
ち
直
り
」→「
国
民
の
理
解
・
協
力
が
広
が
る
」

と
な
り
「
犯
罪
・
非
行
の
繰
り
返
し
を
防
ぐ
好

循
環
」
へ
と
変
化
し
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
政
府
は
平
成
33
年
ま
で
に
、
２
年
以

内
再
入
率
を
16
％
以
下
に
す
る
等
を
確
実
に
達
成

し
、
国
民
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
「
世
界

一
安
全
な
日
本
」
の
実
現
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

７
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
強

調
月
間
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、こ
れ
に
加
え「
再

犯
防
止
啓
発
月
間
」
に
も
な
っ
て
お
り
、
再
犯

防
止
推
進
計
画
等
の
取
組
み
を
社
会
の
皆
様
方

に
広
く
知
ら
し
め
る
こ
と
に
よ
り
、
関
心
と
理

解
を
深
め
て
い
く
月

間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

我
々
保
護
司
も
啓

発
・
広
報
活
動
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で

い
こ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

平
野　
洋
子

▲ 発表者のみなさん

　

こ
の
大
会
の
作
品
と
秋
に
行
わ
れ

る
射
水
市
作
品
コ
ン
テ
ス
ト
の
優
秀

作
品
を
冊
子
に
ま
と
め
、
作
品
集
を

製
作
し
て
関
係
各
機
関
に
お
配
り
し

て
い
ま
す
。

　
発
表
者
及
び
演
題
（
発
表
順
）

福
田
　
薫
（
新
湊
南
部
中
学
校
３
年
）

　
残
す
べ
き
記
憶

薄
尾
　
陸
矢
（
大
門
中
学
校
３
年
）

　
温
か
い
つ
な
が
り
の
中
で

松
木
彩
野
子
（
新
湊
中
学
校
２
年
）

　
夢
を
も
つ
と
い
う
こ
と

石
井
　
春
名
（
小
杉
中
学
校
３
年
）

　
大
好
き
な
母
へ

堀
井
夕
月
羽
（
射
北
中
学
校
３
年
）

　
強
い
心
と
覚
悟
を
も
っ
て

北
林
愛
里
咲
（
小
杉
南
中
学
校
２
年
）

　
本
当
の
豊
か
さ
と
は

北
林
愛
里
咲
さ
ん

　
日
本
放
送
協
会

　
　
富
山
放
送
局
長
賞
受
賞

　

第
56
回
富
山
県
中
学
生
生
活
体
験

発
表
大
会
が
７
月
７
日
午
後
１
時
か

ら
、
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
テ
ラ
ス
富
山
で

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
県
内
各
地
区
代
表
17
人

が
参
加
し
、
射
水
市
か
ら
は
代
表
の

北
林
愛
里
咲
さ
ん
（
小
杉
南
中
学
校

２
年
）
が
出
場
し
ま
し
た
。
北
林
さ

ん
は
「
本
当
の
豊
か
さ
と
は
」
と

題
し
堂
々
と
発
表
し
、
日
本
放
送
協

会
富
山
放
送
局
長
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
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平
成
30
年
６
月
４
日
、
第
68
回
「
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
」射
水
市
推
進
委
員
会（
推

進
委
員
長
夏
野
元
志
市
長
）
が
射
水
市
役
所

３
階
会
議
室
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

開
催
に
あ
た
っ
て
射
水
市
推
進
委
員
長
夏

野
元
志
市
長
が
、
立
ち
直
ろ
う
と
す
る
人
も

含
め
て
、
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
地
域
社

会
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い

安
心
・
安
全
な
社
会
の
実
現
の
た
め
に
力
を

合
わ
せ
ま
し
ょ
う
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

主
唱
者
代
表
と
し
て
五
十
嵐
則
夫
富
山
保

護
観
察
所
企
画
調
整
課
長
は
、
平
成
29
年
12

月
15
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
、
刑
務
所
出
所

者
ら
の
再
犯
を
防
止
す
る
た
め
の
「
再
犯
防

止
計
画
」
に
ふ
れ
て
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
来
賓
の
高
橋
久
和
射
水
市
議
会

議
長
、
山
田
純
射
水
警
察
署
生
活
安
全
課
長

の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

夏
野
元
志
推
進
委
員
長
を
議
長
に
選
出

し
、
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
棚
田
射
水
保

護
司
会
事
務
局
長
よ
り
、
第
67
回
運
動
の
実

施
結
果
報
告
が
行
わ
れ
た
後
、
第
68
回
運
動

の
活
動
指
針
と
な
る
実
施
要
綱
及
び
実
施
計

画
書
が
提
案
さ
れ
、
協
議
の
結
果
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

市
内
小
学
校
で
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と

共
同
で
薬
物
乱
用
防
止
教
室
を
実
施
、
強
調

月
間
の
７
月
に
は
、
例
年
通
り
海
の
日
に
海

王
丸
パ
ー
ク
で
街
頭
広
報
活
動
を
行
い
ま

す
。

　

ま
た
、
射
水
市
作
品
コ
ン
テ
ス
ト
を
実

施
し
、
市
内
小

中
学
生
よ
り
犯

罪
や
非
行
に
関

す
る
作
文
・
ポ

ス
タ
ー
・
標
語

を
募
集
、
11
月

に
優
秀
作
品
の

表
彰
式
を
行
い

ま
す
。

　

７
月
２
日
射
水
市
役
所
で
第
68
回

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
総
理
大

臣
・
県
知
事
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式
を

行
い
ま
し
た
。

　

７
月
25
日
午
後
、
上
保
賢
了
砺
波
保
護
司

会
長
・
事
務
担
当
者
を
は
じ
め
8
名
の
皆
様

を
、「
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
射
水
」

に
お
迎
え
し
ま
し
た
。事
務
所
の
見
学
の
後
、

豊
田
副
会
長
・
棚
田
事
務
局
長
・
森
田
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
長
・
平
野
事
務
局
次
長
が
参

加
し
て
、
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
運
営
に
つ
い

て
の
懇
談
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

砺
波
保
護
司
会
は
、
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

開
設
を
検
討
中
と
の
こ
と
で
、
事
前
に
提
示

し
て
い
た
だ
い
た
質
問
を
は
じ
め
と
し
て
、

駐
在
保
護
司
の
選
定
方
法
と
人
数
、
当
番
制

に
つ
い
て
、
開
所
日
と
駐
在
時
間
、
夜
間
や

休
日
の
使
用
に
つ
い
て
、
経
費
と
備
品
に
つ

い
て
な
ど
、話
題
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
し
た
。

　

砺
波
保
護
司
会
の
活
動
を
う
か
が
う
こ
と

も
で
き
、
心
身
と
も
に
「
あ
つ
い
」
交
流
会

と
な
り
ま
し
た
。

サ
ポ
セ
ン
射
水
に

�

砺
波
保
護
司
会
来
訪

▲ （左）夏野元志市長（右）江㞍昭保護司会長▲（左）高橋久和市議会議長

第
68
回
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

射
水
市
推
進
委
員
会
開
催

総
理
大
臣
・
県
知
事

メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式
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射
水
市
更
生
保
護
女
性
会
だ
よ
り

　

平
成
30
年
度
の
総
会
に
て
、

会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

重
責
と
思
い
ま
す
が
、
保

護
観
察
所
、
保
護
司
会
と

連
携
し
、
会
員
の
皆
様
と
一

緒
に
活
動
で
き
る
事
に
感
謝
し
、
微
力
を
尽
く

す
つ
も
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
更
生
保
護
女
性
会
の
活
動
っ
て
？
と

良
く
聞
か
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
、

新
た
な
思
い
で
書
い
て
み
ま
し
た
。

◇
女
性
な
ら
で
は
の
立
場
か
ら
、
犯
罪
や
非
行

の
な
い
安
心
安
全
な
地
域
づ
く
り
、
「
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
」
に
参
加
・
協
力
す
る
。

◇
犯
罪
予
防
と
犯
罪
や
非
行
の
あ
る
人
が
、
地

域
社
会
の
中
で
立
ち
直
れ
る
よ
う
に
支
援
活
動

を
行
う
。

◇
子
育
て
中
の
親
を
支
え
、
地
域
ぐ
る
み
で
子

ど
も
を
見
守
り
育
て
る
、
子
育
て
支
援
・
家
庭

や
非
行
を
考
え
る
ミ
ニ
集
会
・
更
生
保
護
施
設

で
の
給
食
活
動
・
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
、
自
分

た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
行
う
。

◇
会
員
の
よ
り
良
い
活
動
の
た
め
の
研
修
、
会

員
同
士
の
親
睦
を
は
か
る
た
め
の
活
動
を
行
う
。

　

豊
か
で
便
利
な
世
の
中
だ
け
ど
、
何
か
さ
び
し

い
、
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
事
件
も
多
い
。
こ
ん
な
時

こ
そ
私
た
ち
更
女
の
モ
ッ
ト
ー
、
「
ほ
っ
と
け
な

い
」
精
神
で
頑
張
ら
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

会
員
の
高
齢
化
に
伴
う
退
会
、
新
会
員
募
集

の
難
し
さ
な
ど
、
様
々
な
問
題
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
歴
史
あ
る
こ
の
活
動
は
何
と
し
て
も

続
け
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
も
会
員
同
士
の
交
流
（
連
携
）
を
密
に

し
て
、
共
に
学
び
、
考
え
、
理
解
し
、
温
か
な

思
い
や
り
の
あ
る
行
動
が
で
き
る
、
そ
ん
な
更

女
の
心
の
輪
を
広
げ
、
地
域
で
「
な
く
て
は
な

ら
な
い
更
女
会
」
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
私
た
ち
自
身
が
イ
キ
イ
キ

と
元
気
で
笑
顔
の
更
女
で
あ
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

　

ど
う
ぞ
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

会
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

30年度事業の概要（平成30年4月～31年2月）

▲ 江㞍保護司会長より薬物乱用防止についての講演

日
本
更
生
保
護
女
性
連
盟

　
会
長
表
彰
　
道
古
　
正
子

射
水
市
更
正
保
護
女
性
会

会
長　
　

小
井　
孝
子

平
成
30
年
度
総
会

４
月
28
日

　
市
更
生
保
護
女
性
会
総
会

５
月
７
日

　
県
更
生
保
護
女
性
連
盟
総
会

６
月
21
日
～
22
日

　
中
部
地
方
更
生
保
護
女
性
代
表
者

　
研
究
協
議
会

６
月
28
日
～
29
日

　
市
更
生
保
護
女
性
会
県
外
研
修

　
女
子
更
生
保
護
施
設
（
白
光
荘
）

７
月
15
日

　
更
生
保
護
フ
ェ
ア

  in  
滑
川

　
子
育
て
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

in 

い
み
ず

７
月
16
日

　
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
街
頭
　
　

　
宣
伝
活
動
（
海
王
丸
パ
ー
ク
）

８
月
未
定

　
県
更
生
保
護
女
性
連
盟
会
員
研
修

（
ホ
ゴ
ち
ゃ
ん
マ
ス
コ
ッ
ト
製
作
）

10
月
１
日

　
共
同
募
金
協
力
活
動

11
月
9
日

　
市
更
正
保
護
女
性
会
理
事
研
修

11
月
下
旬

　
県
更
生
保
護
女
性
連
盟
会
員
研
修

平
成
31
年
２
月
中
旬

　
市
更
生
保
護
女
性
会
全
体
研
修

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

４
月
28
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
よ
り

射
水
市
役
所
に
て
、
江
㞍
保
護
司
会
会

長
・
棚
田
更
生
保
護
協
力
会
事
務
局
長
を

お
迎
え
し
て
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
員
63
名
出
席
の
も
と
式
次
第
に
沿
っ

て
議
事
も
滞
り
な
く
進
行
し
、
小
井
会
長

の
も
と
新
役
員
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
江
㞍
会
長
よ
り
市
各
小
学
校
に

お
い
て
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
「
薬
物
乱
用
防

止
」
に
つ
い
て
の
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
自
分
に
は
関
係
の
な
い
問
題
と
思
わ

ず
、
危
険
性
は
身
近
に
あ
る
こ
と
を
地
域
の

皆
さ
ん
に
強
く
伝
え
た
く
思
い
ま
し
た
。

　

「
ゼ
ッ
タ
イ
。
ダ
メ
。
」
を
皆
で
言
い

合
い
、
広
め
、
私
た
ち
更
女
会
員
は
、
あ

た
た
か
な
人
間
愛
を
も
っ
て
、
明
る
い
社

会
づ
く
り
の
た
め
に
行
動
す
る
こ
と
を
決

意
し
ま
し
た
。

　

こ
の
講
演
は
、
児
童
父
兄
に
は
是
非
聞
い

て
も
ら
い
た
く
思
い
ま
し
た
。〈
Ｎ
・
Ｋ
〉
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射
水
市
更
生
保
護
女
性
会
だ
よ
り

　

あ
じ
さ
い
の
色
鮮
や
か
な
梅
雨
空
の
も

と
、
私
達
は
一
路
び
わ
湖
大
津
へ
と
向
か

い
、
美
し
い
び
わ
湖
の
そ
ば
に
あ
る
レ
ス

ト
ラ
ン
で
美
味
し
い
フ
レ
ン
チ
ラ
ン
チ
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
会
場
は
、
京
都
に
あ
る
更

生
保
護
施
設
西
本
願
寺
「
白
光
荘
」
で
す
。

こ
の
よ
う
な
女
性
だ
け
の
施
設
は
、
全
国

で
７
カ
所
あ
り
、
近
畿
地
区
で
は
唯
一
で

す
。
更
生
を
目
指
し
、
再
出
発
に
向
け
る

人
を
支
え
る
場
と
し
て
、
仮
出
所
す
る
人

の
5
人
に
1
人
が
利
用
さ
れ
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

罪
や
非
行
を
犯
し
た
人
の
中
に
は
、
頼

れ
る
人
が
い
な
か
っ
た
り
、
生
活
環
境
に

恵
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
り
、
ま
た
、
本
人

に
社
会
生
活
上
の
問
題
が
あ
る
な
ど
の
理

由
で
、
自
立
で
き
な
い
人
が
い
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
人
の
再
出
発
を
支
え
、
再
犯
を

防
止
す
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

施
設
長
さ
ん
か
ら
お
聞
き
し
た
あ
る
女

性
の
お
話
で
す
が
…
1
年
間
過
ご
し
た
少

年
院
を
出
る
時
、「
こ
ん
な
に
変
わ
っ
た
私

を
見
て
！
」

　

大
好
き
な
お
母
さ
ん
に
だ
け
は
「
お
帰

り
」
の
一
言
だ
け
言
っ
て
欲
し
か
っ
た
。

で
も
、
返
っ
て
き
た
言
葉
は
違
っ
て
い
た
。

ま
る
で
厄
介
者
扱
い
。「
あ
ん
た
な
ん
か
帰

っ
て
こ
ん
方
が
エ
エ
の
に
…
。」
突
き
放
さ

れ
た
そ
の
言
葉
で
、
再
び
暗
闇
の
中
へ
と

走
っ
て
い
く
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

何
と
も
言
い
よ
う
の
な
い
虚
し
さ
で
目

頭
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

　

施
設
で
は
、
ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
誉

め
て
あ
げ
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
る
と
言

わ
れ
ま
し
た
。
施
設
長
さ
ん
の
お
話
で
は
、

女
性
な
ら
で
は
の
思
い
や
り
が
込
め
ら
れ
た

日
々
の
生
活
教
育
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

館
内
を
案
内
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

掃
除
も
き
ち
ん
と
な
さ
れ
清
潔
な
感
じ
で

し
た
。
自
分
自
身
も
反
省
さ
せ
ら
れ
、
と

て
も
有
意
義
な
研
修
で
あ
っ
た
と
感
謝
し

て
い
ま
す
。

　

夜
の
懇
親
会
で
は
楽
し
く
盛
り
上
が
り
、

終
わ
り
に
参
加
者
全
員
が
「
越
中
お
わ
ら

節
」
を
大
き
な
輪
で
踊
り
、
心
の
結
び
つ

き
も
一
層
深
ま
り
ま
し
た
。
2
日
間
、
同

じ
目
標
を
持
つ
皆
さ
ん
と
楽
し
い
視
察
研

修
が
で
き
、
全
員
無
事
帰
路
に
就
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。〈
Ｙ
・
F
〉

射
水
市
更
正
保
護
女
性
会

視
察
研
修
に
参
加
し
て

　

ひ
ま
わ
り
の
花
が
風
に
や
さ
し
く
揺
れ

て
い
ま
す
。

　

そ
れ
を
眺
め
な
が
ら
会
長
と
し
て
の
6

年
間
、
未
知
の
経
験
や
挑
戦
の
中
で
、
や

さ
し
い
気
遣
い
や
、
さ
り
げ
な
い
配
慮
を

い
た
だ
き
な
が
ら
活
動
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
こ
と
に
思
い
を
巡
ら
せ
て
い
ま
し
た
。

　

未
熟
な
点
や
至
ら
な
か
っ
た
点
な
ど

多
々
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
が
皆

様
方
に
お
導
き
い
た
だ
き
無
事
に
任
務
を

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
皆
様
お
一
人
お

一
人
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
一
会
員
と
し
て
も
う

一
度
初
心
に
立
ち
返
り
「
更
生
保
護
女

性
会
綱
領
」
の
心
を
大
切
に
、
私
の
大
好

き
な
「
ひ
ま
わ
り
の
譜
」
を
口
ず
さ
み
な

が
ら
、
皆
様
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し

日
々
を
過
ご
し
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
皆
様

方
の
ま
す
ま
す
の
ご

多
幸
と
ご
活
躍
を
ご

祈
念
申
し
上
げ
ま
し

て
退
任
の
あ
い
さ
つ

と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

道
古　
正
子

会
　
長
　
　
小
井
　
孝
子

副
会
長
　
　
草
野
　
憲
恵

　
　
　
　
　
竹
内
美
津
子

　
　
　
　
　
夏
野
　
里
奈

書
　
記
　
　
川
口
　
泰
子

　
　
　
　
　
久
々
江
ま
す
美

会
　
計
　
　
眞
岸
　
潤
子

　
　
　
　
　
高
野
ま
さ
子

監
　
事
　
　
東
保
　
恵
子

　
　
　
　
　
尾
山
　
範
子

退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

30年度役員名簿
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平
成
30
年
度
射
水
保
護
司
会
定
期
総
会
を
、

４
月
24
日
射
水
市
役
所
３
階
会
議
室
に
お
い

て
開
催
し
ま
し
た
。

　

前
川
洋
富
山
保
護
観
察
所
長
、
夏
野
元
志

射
水
市
長
、
不
後
昇
射
水
市
議
会
副
議
長
、

金
澤
英
敏
射
水
警
察
署
長 

、
長
井
忍
射
水

市
教
育
長
、
成
田
廣
昭
射
水
市
中
学
校
長
会

長
、
山
本
幸
弘
射
水
市
小
学
校
長
会
長
、
門

田
晋
射
水
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
、
射
水
地

区
協
力
雇
用
主
会
長
、
射
水
市
更
生
保
護
女

性
会
長
、
市
関
係
部
課
長
、
名
誉
保
護
司
等

多
数
の
ご
臨
席
を
賜
り
ま
し
た
。

　

総
会
に
先
立
ち
、
射
水
市
更
生
保
護
協
力

会
の
一
般
社
団
法
人
化
に
伴
う
臨
時
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

棚
田
孝
事
務
局
長
の
開
会
宣
言
の
あ
と
、

物
故
者
へ
の
黙
祷
、
保
護
司
信
条
の
朗
唱
を

し
ま
し
た
。

　

江
㞍
会
長
が
犯
罪
や
非
行
を
防
ぎ
、
立
ち
直

り
を
支
援
す
る
た
め
に
よ
り
会
員
の
一
層
の

結
束
と
、
様
々
な
活
動
の
中
で
地
域
と
の
連

携
を
深
め
て
い
こ
う
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
前
川
洋
富
山
保
護
観
察
所
長
が

あ
い
さ
つ
の
中
で
次
の
よ
う
に
お
話
さ
れ
ま

し
た
。「
世
界
一
安
心
で
安
全
な
日
本
を
目

指
し
、
再
犯
防
止
推
進
計
画
が
昨
年
末
閣
議

決
定
さ
れ
ま
し
た
。
刑
務
所
出
所
者
を
含
め

て
再
犯
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
排
除
や
孤
立
で

は
な
く
、
責
任
あ
る
社
会
人
と
し
て
迎
え
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
非
行
や
犯
罪
か
ら
立
ち

直
ろ
う
と
す
る
人
へ
の
「
理
解
・
協
力
」
に
、

地
域
社
会
の
関
わ
り
方
も
変
化
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。」

　

次
に
、
夏
野
市
長
が
、
立
ち
直
ろ
う
と
す

る
人
を
、
地
域
の
い
ろ
い
ろ
な
立
場
の
人
が

手
を
携
え
て
支
え
て
い
く
、
地
域
の
命
の
中

の
一
人
と
い
う
環
境
づ
く
り
を
し
て
い
く
、

そ
れ
が
安
心
安
全
な
射
水
市
づ
く
り
に
も
つ

な
が
っ
て
ゆ
く
と
思
い
ま
す
と
あ
い
さ
つ
さ

れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
射
水
市
議
会
よ
り
、 

不
後
昇
副
議

長
か
ら
御
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
最
後
に
、
射

水
警
察
署
金
澤
英
敏
署
長
が
市
内
の
犯
罪
現

況
に
ふ
れ
、
射
水
保
護
司
会
・
関
連
団
体
と

協
力
し
合
っ
て
、
犯
罪
や
非
行
を
防
ぎ
犯
罪

が
起
き
に
く
い
社
会
の
構
築
を
め
ざ
し
ま

し
ょ
う
と
お
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
長
に
志
村
彗
雲
保
護
司
を
選
出
し
、
平

成
29
年
度
事
業
報
告
、
決
算
報
告
、
監
査
報

告
、
役
員
改
選
（
案
）、
平
成
30
年
度
事
業

計
画
（
案
）
平
成
30
年
度
収
支
予
算
（
案
）

を
審
議
し
、
全
て
の
議
案
を
承
認
し
、
総
会

は
滞
り
な
く
終
了
し
ま
し
た
。

◇
会
員
紹
介
（
地
区
別
・
順
不
同
）

●
放
生
津

　
江
㞍
昭
（
会
長
）　

　
真
岸
勝
彦
　
大
濱
晴
彦
　
旭
邦
彦

●
新
湊

　
谷
口
繁
　
新
中
孝
子
　
佐
賀
あ
さ
子

　
瀧
内
一
雄
　
棚
田
孝

　
小
杉
一
彦
　
中
田
政
一
　
矢
野
善
治

●
作
道

　
本
江
重
吉
　
坂
井
敏
政

●
塚
原

　
青
木
哲
静
　
高
木
秋
生
　
中
島
正
治

●
片
口

　
栗
原
彰
　
片
林
政
敏

●
堀
岡

　
谷
川
義
昭
（
副
会
長
）　
富
岡
民
生

●
本
江

　
多
賀
正
夫
　
石
村
む
つ
み

●
七
美

　
山
本
　
雅
幸

●
海
老
江

　
五
十
嵐
繁
久
　
龍
本
茂
樹

●
小
杉

　
堀
浩
昭
　
河
畑
冨
美
子
　
池
松
光
春

　
永
森
直
人
　
安
田
久
実
代
　
志
村
慧
雲

　
辰
口
秀
幸

●
太
閤
山

　
五
十
嵐
枝
折
　
熊
谷
正
克
　
澤
英
明

　
澤
田
優
子
　
林
美
貴
子
　
池
内
興
舟

●
歌
の
森

　
寺
腰
健
一
　
藤
岡
由
美

　
境
文
夫
　
山
崎
次
平
　
平
野
洋
子

●
大
門

　
塚
本
秀
樹
　
廣
瀬
秀
昭
　
森
田
ひ
と
み
　

　
佐
伯
日
登
美
　
豊
田
博
保
（
副
会
長
）　

　
表
隆
夫
　
高
橋
久
和

●
大
島

　
松
長
ま
す
み
　
林
弥
生
　
室
田
清
一

　
島
田
公
志
　
高
田
大
介
　
瀧
田
孝
吉

●
下

　
藍
口
信
子

　

６
月
１
日
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
射

水
で
、
射
水
地
区
協
力
雇
用
主
会
の

定
期
総
会
が
開
か
れ
、
山
本
修
氏
が

会
長
に
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会

を
つ
く
る
上
で
、「
再
犯
防
止
」
が
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
犯
罪

や
非
行
か
ら
立
ち
直
ろ
う
と
す
る
人

に
は
、
居
場
所
（
住
居
）
と
出
番
（
仕

事
）
が
必
要
で
す
。
再
犯
の
防
止
等

の
推
進
に
関
す
る
法
律
に
は
、
初
め

て
「
協
力
雇
用
主
」
と
い
う
言
葉
が

入
り
、
そ
の
役
割
が
ま
す
ま
す
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

射
水
地
区
協
力
雇
用
主
会

定
期
総
会
開
催

平
成
30
年
度
定
期
総
会

江
㞍
会
長
を
再
任
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各
部
会
活
動
報
告

　

総
務
部
会
は
理
事
会
を
兼
ね
、
研
修
・
保

護
観
察
、
地
域
活
動
、
協
力
組
織
、
学
校
、

広
報
の
部
会
が
掌
握
し
な
い
行
事
や
事
務
に

つ
い
て
、
連
絡
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
主
な
行
事
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、

ご
参
加
・
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

８
月
21
日　

定
例
研
修
会

11
月
24
日　

市
作
品
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式

11
月
22
日　

薬
物
乱
用
防
止
教
室
（
作
道
小
）

12
月
４
日　

第
３
期
定
例
研
修
・
自
主
研
修

平
成
31
年

１
月
11
日　

薬
物
乱
用
防
止
教
室
（
片
口
小
）

１
月
16
日　

薬
物
乱
用
防
止
教
室（
太
閤
山
小
）

１
月
22
日　

薬
物
乱
用
防
止
教
室
（
東
明
小
）

１
月
24
日　

薬
物
乱
用
防
止
教
室
（
大
門
小
）

１
月
25
日　

薬
物
乱
用
防
止
教
室
（
堀
岡
小
）

２
月
５
日　

第
４
期
定
例
研
修
・
自
主
研
修

　
　
　
　
　

新
任
・
退
任
保
護
司
歓
送
迎
会

２
月
６
日　

薬
物
乱
用
防
止
教
室
（
金
山
小
）

２
月
13
日　

薬
物
乱
用
防
止
教
室（
歌
の
森
小
）

　
　
　
　
　

薬
物
乱
用
防
止
教
室
（
小
杉
小
）

　
　
　
　
　

薬
物
乱
用
防
止
教
室
（
大
島
小
）

３
月
16
日　

新
任
保
護
司
研
修
懇
談
会

３
月
26
日　

企
画
調
整
保
護
司
懇
談
会

※
こ
の
他
年
４
回
の
理
事
会
と
年
12
回
の
三

役
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
日
本
更
正
保
護
協
会
と
全
国
保
護

司
連
盟
の
助
成
に
よ
り
、
S
S
T
研
修
の
実

施
や
、
富
山
ダ
ル
ク
か
ら
来
て
い
た
だ
き
勉

強
会
の
実
施
、
び
わ
こ
ダ
ル
ク
へ
の
県
外
研

修
な
ど
、
と
て
も
多
忙
な
研
修
部
会
活
動
で

し
た
が
、
今
年
の
研
修
会
で
は
射
水
保
護
司

会
の
皆
さ
ん
に
講
師
に
な
っ
て
い
た
だ
き
自

主
研
修
会
を
行
い
ま
す
。

　

普
段
会
話
す
る
こ
と
の
少
な
い
保
護
司
同

士
の
交
流
を
深
め
る
と
と
も
に
、
私
た
ち
の

知
ら
な
い
一
面
を
知
る
こ
と
で
こ
れ
か
ら
の

活
動
に
役
立
て
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
2
期
自
主
研
修
で
は
富
山
養
得
園

の
孫
田
文
夫
氏
を
講
師
に
迎
え
、「
保
護
司

が
知
っ
て
い
て
活
用
で
き
る
正
し
い
知
識
に

つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
て
い
た
だ
く

予
定
で
す
。

　

今
年
も
海
の
日
の
７
月
16
日
、
海
王
丸

パ
ー
ク
で
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
強

調
月
間
・
再
犯
防
止
啓
発
月
間
の
宣
伝
活
動

を
展
開
し
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に
参
加
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

富
山
県
保
護
司
会
連
合
会
「
地
域
活
動
部

会
」
協
議
会
が
６
月
13
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
学
校
と
保
護
司
と
の
連
携
に
つ
い
て
協

議
さ
れ
、
各
地
区
の
活
動
状
況
お
よ
び
効
果

と
課
題
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

一
番
多
か
っ
た
の
は
薬
物
乱
用
防
止
教
室

で
し
た
が
、
氷
見
地
区
で
は
、
地
方
検
察
庁

と
連
携
し
、
毎
年
持
ち
回
り
で
中
学
２
年
生

を
対
象
に
「
公
開
ケ
ー
ス
研
究
会
」
を
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。
少
年
に
よ
る
具
体
的
な
刑

事
事
件
を
提
供
し
、
班
別
に
分
か
れ
、
ど
の

よ
う
な
処
分
が
適
当
か
話
し
合
い
、
様
々
な

立
場
や
意
見
を
通
し
て
、
法
の
理
念
、
少
年

保
護
、
更
生
保
護
の
重
要
性
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
て
お
ら
れ
、
保
護
者
、
民
生
委
員
も

参
加
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

学
校
部
会
で
は
、
市
内
小
・
中
学
校
の
ご

協
力
の
も
と
、
犯
罪
予
防
活
動
の
推
進
に
努

め
て
い
ま
す
。

(1)
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
の
推
進

５
月
に
第
37
回
「
射
水
市
中
学
生
生
活
体
験

発
表
大
会
」
を
大
門
中
学
校
で
実
施
。

６
月
に
作
品
コ
ン
テ
ス
ト
の
ポ
ス
タ
ー
・
作

文
・
標
語
の
募
集
に
つ
い
て
学
校
に
依
頼
。

９
月
に
作
品
を
提
出
い
た
だ
き
、
審
査
を
経

て
、
11
月
に
優
秀
作
品
の
表
彰
式
を
実
施
す

る
予
定
。

(2)
薬
物
乱
用
防
止
啓
発
活
動
の
推
進

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
連
携
し
、
市
内
小
学

校
を
対
象
に
学
校
が
希
望
す
る
日
時
に
「
薬

物
乱
用
防
止
教
室
」
を
実
施
。

　

今
後
と
も
、
犯
罪
予
防
活
動
の
推
進
に
ご

支
援
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

６
月
１
日　

射
水
地
区
更
生
保
護
協
力
雇
用

　
　
　
　
　

主
会
定
期
総
会

６
月
４
日　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　
　
　
　
　

射
水
市
推
進
委
員
会

７
月
13
日　

射
水
市
更
生
保
護
協
力
会

　
　
　
　
　

定
期
総
会

８
月
３
日　

富
山
県
就
労
支
援
協
議
会

９
月
12
日　

県
保
連

　
　
　
　
　
「
協
力
組
織
部
会
」
協
議
会

９
月
27
日　

企
業
訪
問

12
月
11
日　

保
護
司
会
・
更
生
保
護
女
性
会
・

　
　
　
　
　

Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
三
者
連
携
強
化
研
修

４
月
20
日　

県
広
報
編
集
委
員
会

６
月
６
日　

県
広
報
編
集
委
員
会

７
月
11
日　

県
広
報
編
集
委
員
会

　
　
　
　
　

70
周
年
記
念
誌
に
つ
い
て

８
月　
　
　
「
射
水
更
生
保
護
」
25
号
発
行

10
月
10
日　

県
広
報
編
集
委
員
会

12
月
14
日　

県
広
報
編
集
委
員
会

平
成
31
年

１
月
15
日　

県
広
報
編
集
委
員
会

１
月　
　
　

県
「
広
報
部
会
」
協
議
会

２
月　
　
　

作
品
集
発
刊

　
　
　
　
　
「
射
水
更
生
保
護
」
26
号
発
行

３
月
15
日　

県
広
報
編
集
委
員
会

◆ 

協
力
組
織
部
会

◆ 

広
報
部
会

◆ 

研
修
・
保
護
観
察
部
会

◆ 

総
務
部
会

◆ 

地
域
活
動
部
会

◆ 

学
校
部
会
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近
年
、
少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
が

著
し
く
進
ん
で
い
ま
す
。
現
代
の
若
者

は
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
情

報
を
容
易
に
得
る
こ
と
が
で
き
る
時
代
に

あ
っ
て
、
先
輩
や
老
人
と
直
接
話
を
す
る

機
会
か
ら
遊
離
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め

に
、
代
々
受
け
継
が
れ
て
き
た
家
風
や
地

域
力
が
脆
弱
と
な
り
、
人
と
の
関
わ
り
や

思
い
や
り
の
心
等
、
生
き
る
力
が
衰
退
し

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
こ
と

が
、
近
頃
痛
ま
し
い
事
件
や
事
故
が
起
き

て
い
る
背
景
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の

で
す
。

　

さ
て
、
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
射
水
の
役

割
は
、
単
な
る
受
付
・
事
務
的
業
務
の
み

で
は
な
く
保
護
司
会
の
文
化
的
交
流
の
場

と
し
て
の
拠
点
と
捉
え
て
い
ま
す
。 

来
訪

さ
れ
る
保
護
司
を
は
じ
め
、
Ｏ
Ｂ
の
方
々

や
関
係
機
関
団
体
等
の
人
々
と
の
情
報
交

換
の
場
で
も
あ
り
ま
す
。 

人
に
は
そ
れ

ぞ
れ
の
人
生
が
あ
り
、
様
々
な
貴
重
な
経

験
・
体
験
が
あ
っ
て
、
人
生
観
・
価
値
観

が
異
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
の
出
逢
で

交
わ
さ
れ
る
言
葉
や
話
題
に
は
体
験
や
新

聞
・
書
籍
等
の
紹
介
が
あ
っ
た
り
、
い
ろ

い
ろ
な
立
場
の
方
々
の
個
性
豊
か
な
生
き

方
を
聴
き
得
る
こ
と
が
、
保
護
司
会
の
価

値
あ
る
財
産
で
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
保
護
司
の
任
務
は
、
保
護
司
会

の
組
織
や
各
部
会
の
企
画
運
営
を
推
進
す

る
一
因
で
は
あ
り
ま
す
が
、
基
本
的
に
は

保
護
観
察
指
導
が
本
務
な
の
で
す
。
保
護

観
察
の
対
象
者
に
は
、
同
じ
ケ
ー
ス
は
ほ

と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
保
護
司
が
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
難
解
な
問
題
ケ
ー
ス
を
解

決
す
る
糸
口
は
、
日
頃
何
気
な
い
話
題
の

中
に
あ
り
、
そ
の
蓄
積
が
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
射
水
に
埋
蔵
文
化
と
し
て
、
徐
々
に

で
は
あ
り
ま
す
が
育
ま
れ
て
い
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。

高
木
　
秋
生

４
月
10
日　

第
１
回
三
役
会

　
　
　
　
　

第
１
回
理
事
会
（
総
務
部
会
）

４
月
16
日　

保
護
司
選
考
会

４
月
24
日　

射
水
保
護
司
会
定
期
総
会

４
月
26
日　

薬
物
乱
用
防
止
教
室
ラ
イ
オ
ン

　
　
　
　
　

ズ
ク
ラ
ブ
と
打
合
せ

４
月
28
日　

射
水
市
更
生
保
護
女
性
会

　
　
　
　
　

定
期
総
会

５
月
８
日　

第
２
回
三
役
会

５
月
17
日　

中
学
生
生
活
体
験
発
表
大
会

５
月
29
日　

第
１
期
定
例
研
修
会

　
　
　
　
　

自
主
研
修
会

６
月
１
日　

射
水
地
区
更
生
保
護
協
力
雇
用

　
　
　
　
　

主
会
定
期
総
会

６
月
４
日　

第
68
回
「
社
会
を
明
る
く
す
る

　
　
　
　
　

運
動
」
射
水
市
推
進
委
員
会

６
月
５
日
～
７
日

　
　
　
　
　

市
作
品
コ
ン
テ
ス
ト
応
募
依
頼

　
　
　
　
　

学
校
訪
問

６
月
12
日　

第
3
回
三
役
会

　
　
　
　
　

第
２
回
理
事
会
（
総
務
部
会
）

６
月
13
日　

県
保
連

　
　
　
　
　
「
地
域
活
動
部
会
」
協
議
会

６
月
20
日　

�

薬
物
乱
用
防
止
教
室

�

（
中
太
閤
山
小
）

６
月
21
日　

�

薬
物
乱
用
防
止
教
室（
新
湊
小
）

７
月
２
日　

第
68
回
「
社
会
を
明
る
く
す
る

　
　
　
　
　

運
動
」
内
閣
総
理
大
臣
・
県
知

　
　
　
　
　

事
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達

７
月
７
日　

��

第
56
回
富
山
県
中
学
生

　
　
　
　
　

生
活
体
験
発
表
大
会

７
月
８
日　

��

６
・
26
（
薬
物
乱
用
防
止
）

　
　
　
　
　

ヤ
ン
グ
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

７
月
10
日　

�

薬
物
乱
用
防
止
教
室（
塚
原
小
）

　
　
　
　
　

第
４
回
三
役
会

７
月
13
日　

射
水
市
更
生
保
護
協
力
会

　
　
　
　
　

定
期
総
会

７
月
15
日　

更
生
保
護
フ
ェ
ア
in
滑
川

７
月
16
日　

第
68
回
「
社
会
を
明
る
く
す
る

　
　
　
　
　

運
動
」
街
頭
広
報
活
動

８
月
14
日　

第
５
回
三
役
会

８
月
17
日　

県
保
連
「
研
修
部
会
」
協
議
会

８
月
21
日　

第
２
期
定
例
研
修
会

　
　
　
　
　

自
主
研
修
会

９
月
７
日　

作
品
コ
ン
テ
ス
ト
応
募
作
品

９
月
10
・
11
日　

　
　
　
　
　

作
品
コ
ン
テ
ス
ト
審
査
会

９
月
11
日　

第
６
回
三
役
会

　
　
　
　
　

第
３
回
理
事
会
（
総
務
部
会
）

９
月
12
日　

県
保
連

　
　
　
　
　
「
協
力
組
織
部
会
」
協
議
会

９
月
12
日　

県
保
連

　
　
　
　
　
「
協
力
組
織
部
会
」
協
議
会

９
月
18
日　

県
保
連

　
　
　
　
　
「
事
務
担
当
者
等
」
協
議
会

射
水
保
護
司
会
事
務
局
日
誌

○
新
任
保
護
司
（
平
成
30
年
5
月
25
日
付
）

　

澤
田　

優
子
（
太
閤
山
）

　
辰
口　

秀
幸
（
小
杉
）

　

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
強
調
月
間
も
無
事
終
わ
り
、
少
し
は
地
域
の
皆
様
に
Ｐ
Ｒ
で
き
た
か
な
…
。

　

私
の
街
に
子
供
神
輿
が
新
調
さ
れ
た
の
は
40
年
前
で
し
た
。
た
ま
た
ま
3
年
前
に
富
山
刑
務
所
の
作
業
現
場
を

見
学
す
る
機
会
が
あ
り
、
神
輿
製
作
工
程
を
見
ま
し
た
。
井
波
彫
刻
の
先
生
の
指
導
の
下
、
受
刑
者
た
ち
は
真
剣

に
道
具
を
磨
き
、
木
工
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

自
治
会
役
員
と
共
に
、
富
山
刑
務
所
へ
神
輿
を
受
け
取
り
に
行
き
ま
し
た
。
出
来
上
が
り
は
頑
丈
で
、
40
年
間

使
用
し
て
も
破
損
し
ま
せ
ん
。
子
供
神
輿
が
ど
こ
で
出
来
た
の
か
、
子
供
は
も
ち
ろ
ん
親
た
ち
さ
え
知
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。
地
域
住
民
の
祭
り
を
盛
り
上
げ
て
い
る
こ
の
子
供
神
輿
は
、
受
刑
者
た
ち
の
努
力
の
結
晶
で
す
。
出

所
者
に
は
地
域
住
民
と
共
に
再
出
発
に
向
け
温
か
く
見
守
っ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

保
護
司
の
異
動
（
敬
称
略
）

編
集
後
記

五
十
嵐 

記

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り


